
はまやらわ
ひみいりゐ
ふむゆるう
へめえれゑ
ほもよろを

ん

令
和
六
年
十
二
月國

語
問
題
協
議
會
の
栞

―
―

未
來
に
よ
り
豐
か
な
國
語
を
殘
す
た
め
に―

―

國
語
問
題
協
議
會
の
栞
　
令
和
六
年
版

內
容
見
本
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会
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正
字
・
正
か
な
（
旧
字
・
旧
か
な
）
を
原
則
と
し
ま
す
。
正
か
な
は

義
務
教
育
で
読
み
方
を
学
び
ま
す
が
、
正
漢
字
は
学
校
で
学
ぶ
機
会
が
殆
ど
な
く
、
読

み
慣
れ
な
い
方
も
多
い
か
も
知
れ
な
い
た
め
、
最
初
の
方
の
章
の
み
新
漢
字
と
し
ま
し

た
。
正
漢
字
に
よ
る
章
は
、
巻
末
の
「
正
字
新
字
一
覧
表
」
も
併
せ
て
ご
覧
下
さ
い
。
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二

未
来
に
は
ど
ん
な
国
語
を
残
し
た
い
？

よ
り
良
い
国
語
を
残
し
た
い
！

よ
り
良
い
国
語
を
残
し
た
い
！

話
し
言
葉
が
本
当
の
言
葉
、
書
き
言
葉
は
そ
れ
を
写
す
道
具

書
き
言
葉
は
言
葉
の
意
味
が
第
一
、
発
音
の
再
現
は
第
二

現
代
の
共
通
語
に
ひ
も
づ
け
た
仮
名
遣

な
る
べ
く
他
の
時
代
や
地
域
を
切
捨
て
な
い
仮
名
遣

現
代
の
共
通
語
の
発
音
を
基
準
に
書
き
言
葉
を
作
り
上
げ
る
近
代
化

伝
統
的
国
語
表
記
の
原
理
原
則
を
尊
重
し
た
上
で
の
近
代
化

中
国
の
遅
れ
た
文
字
の
く
び
き
か
ら
日
本
語
を
解
放
し
、
国
語
を
純
化
し
よ
う

中
国
文
化
の
良
い
と
こ
ろ
に
学
び
、
自
家
薬
籠
中
の
物
に
し
よ
う

完
璧
に
書
け
な
い
決
ま
り
は
無
く
せ

完
璧
主
義
を
や
め
よ
う

現
代
人
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
れ
ば
十
分

過
去
に
学
ん
で
現
代
に
活
か
せ

「
思
考
の
道
具
」「
表
現
の
道
具
」「
記
録
保
存
の
道
具
」
も
重
要

漢
字
学
習
は
無
く
す
べ
き
無
駄
な
骨
折
り

漢
字
学
習
は
大
変
だ
け
ど
有
益
な
投
資

旧
字
・
旧
か
な
で
文
学
作
品
を
書
く
の
は
自
由
（
冷
遇
す
る
が
）

旧
字
・
旧
か
な
で
文
学
作
品
を
書
く
の
は
自
由
（
む
し
ろ
基
本
）

小
卒
の
社
会
人
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、
活
版
印
刷
に
合
せ
て
制
限
し
た
国
語

高
卒
・
大
卒
の
社
会
人
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、
Ｄ
Ｔ
Ｐ
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
の
国
語

子
ど
も
や
外
国
人
が
読
み
書
き
を
即
席
で
覚
え
ら
れ
る
国
語
表
記

最
初
は
大
変
だ
け
ど
後
か
ら
応
用
の
利
く
国
語
表
記

漢
字
や
歴
史
的
仮
名
遣
や
文
語
文
は
専
門
家
の
翻
訳
で

未
翻
訳
の
文
章
も
ど
ん
ど
ん
発
掘
し
て
読
み
た
い
！

専
門
家
も
一
般
国
民
も
同
じ
国
語
を
共
有
せ
よ

（
高
卒
・
大
卒
は
小
さ
な
専
門
家
！
）

お
茶
漬
み
た
い
な
国
語

ス
ル
メ
み
た
い
な
国
語



三

も
う
一
つ
の
標
準

　

発
音

か
な

で
ず
（
出
ず
）

い
づ
（
出
づ
）

い
る
（
要
る
・
射
る
等
）

は
ひ
る（
入
る
）

ゐ
る
（
居
る
）

か
な
づ
か
ひ
［
発
音
に
対
す
る
か
な
の
書
き
分
け
］

発
音

か
な

正
字
・
新
字

［
漢
字
の
種
類
］

佛
（
正
字
）

仏
（
新
字
）

文
語
・
口
語

［
文
体
の
種
類
］

働
か
ざ
る
者
食
ふ
べ
か
ら
ず
（
文
語
体
）

働
か
な
い
者
は
食
ふ
な
（
口
語
体
）

※
「
正
字
・
正
か
な
」
と
は
別
の
も
の

ズ

ずづ

イ

いひゐ

正せ
い

字
・
新
字　
　
　

旧
字
・
新
字

正せ
い

漢
字
・
新
漢
字　

旧
漢
字
・
新
漢
字

康
煕
字
典
体
（
正せ

い

字
の
活
字
体
の
大
ま
か
な
目
安
）

当
用
漢
字
（
一
九
四
六
・
四
九
／
昭
二
一
・
二
四
）

常
用
漢
字
（
一
九
八
一
／
昭
五
六
）

類　語

正せ
い

か
な
づ
か
ひ
・
新
か
な
づ
か
い

旧
か
な
づ
か
ひ
・
新
か
な
づ
か
い

正せ
い

か
な
・
新
か
な　

旧
か
な
・
新
か
な

現
代
か
な
づ
か
い
（
一
九
四
六
／
昭
二
一
）

現
代
仮
名
遣
い
（
一
九
八
六
／
昭
六
一
）

類　語

　

戦
後
す
ぐ
の
昭
和
二
十
一
（
一
九
四
六
）
年
か
ら
始
ま
る
国

語
改
革
で
、
日
本
語
の
表
記
の
根
本
原
則
が
大
改
造
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
前
の
漢
字
と
仮
名
遣
を
「
旧
字
・
旧
か
な
」
と
か
「
正せ

い

字
・
正せ

い

か
な
」、
後
の
も
の
を
「
新
字
・
新
か
な
」
と
呼
び
ま
す
。

　

当
時
は
義
務
教
育
も
満
足
に
受
け
ら
れ
な
い
子
供
も
た
ま
に

居
る
ほ
ど
貧
し
い
国
で
、
キ
ー
ボ
ー
ド
で
漢
字
を
打
て
る
便
利

な
機
械
も
な
く
、
教
育
や
事
務
や
印
刷
の
効
率
化
が
求
め
ら
れ

ま
し
た
。
戦
前
は
日
本
統
治
下
の
異
民
族
へ
の
日
本
語
教
育
で

「
歴
史
的
か
な
づ
か
ひ
は
と
て
も
難
し
い
は
ず
だ
」
と
い
っ
て
、

新
か
な
に
近
い
方
式
の
教
科
書
も
作
ら
れ
ま
し
た
。
小
さ
な
親

切
の
つ
も
り
で
明
治
時
代
か
ら
準
備
が
進
め
ら
れ
、
戦
後
本
格

的
に
実
施
さ
れ
た
改
革
で
し
た
。
一
見
「
簡
単
で
憶
え
や
す
い

国
語
」
に
見
え
た
反
面
、
根
幹
を
な
す
原
理
原
則
は
す
っ
か
り

別
物
に
な
り
、
問
題
点
も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。



六

書
き
続
け
て
く
れ
て
有
難
う

無
事
生
き
残
っ
た
漢
字

六
十
三
年
振
り
の

漢
字
廃
止
撤
回

　
「
戦
後
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
漢
字
を
廃
止
し
ロ
ー
マ
字
化
を
目
指
し
た
」

事
を
ご
存
じ
の
方
も
多
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
自
体
は
実

行
に
移
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
日
本
の
漢
字
廃
止
運
動
は
江

戸
時
代
末
期
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
後
の
明
治
三
十
五
（
一
九
〇

二
）
年
に
は
「
国
語
調
査
委
員
会
」
が
文
部
省
に
設
置
さ
れ
、

「
文
字
ハ
音
韻
文
字
（
フ
ォ
ノ
グ
ラ
ム
）
ヲ
採
用
ス
ル
コ
ト
ト
シ
、

仮
名
羅ロ

ー

馬マ

字
等
ノ
得
失
ヲ
調
査
ス
ル
コ
ト
」
つ
ま
り
「
将
来
的

な
漢
字
廃
止
」
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
方
針
が
明
確
に
撤
回
さ
れ
た
の
が
何
と
六
十
三
年
後
の

昭
和
四
十
（
一
九
六
五
）
年
で
し
た
。
国
語
審
議
会
（
国
語
調

査
委
員
会
の
後
継
）
で
吉
田
富
三
氏
（
後
の
國
語
問
題
協
議
會

副
会
長
）
の
提
案
し
た
、「
国
語
は
漢
字
か
な
ま
じ
り
を
も
っ
て

そ
の
表
記
の
正
則
と
す
る
」
と
の
宣
言
（「
吉
田
提
案
」
と
も
呼

ぶ
）
が
や
っ
と
承
認
さ
れ
た
時
の
事
で
し
た
。

　

こ
れ
は
昭
和
二
十
一
（
一
九
四
六
）
年
の
「
当
用
漢
字
表
」

に
入
ら
ず
に
「
使
っ
て
は
い
け
な
い
字
」
に
さ
れ
、
六
十
四
年

後
の
平
成
二
十
二
（
二
〇
一
〇
）
年
の
「
常
用
漢
字
表
」
で
や

っ
と
復
活
し
た
漢
字
百
九
十
六
字
。
馬
鹿
げ
た
漢
字
制
限
を
皆

さ
ん
が
無
視
し
て
六
十
四
年
間
普
通
に
使
っ
て
き
た
か
ら
こ
そ
、

こ
の
漢
字
を
含
む
言
葉
が
「
生
き
た
言
葉
」
と
し
て
生
残
り
ま

し
た
し
、
ど
ん
な
言
葉
に
ど
う
使
用
す
る
の
か
も
わ
か
り
ま
す
。

挨
曖
宛
嵐
畏
萎
椅
彙
茨
咽
淫
唄
鬱
怨
媛
艶
旺
岡
臆
俺
苛
牙
瓦
楷

潰
諧
崖
蓋
骸
柿
顎
葛
釜
鎌
韓
玩
伎
亀
毀
畿
臼
嗅
巾
僅
錦
惧
串
窟

熊
詣
憬
稽
隙
桁
拳
鍵
舷
股
虎
錮
勾
梗
喉
乞
傲
駒
頃
痕
沙
挫
采
塞

埼
柵
刹
拶
斬
恣
摯
餌
鹿
𠮟
（
叱
）
嫉
腫
呪
袖
羞
蹴
憧
拭
尻
芯
腎

須
裾
凄
醒
脊
戚
煎
羨
腺
詮
箋
膳
狙
遡
曽
爽
痩
踪
捉
遜
汰
唾
堆
戴

誰
旦
綻
緻
酎
貼
嘲
捗
椎
爪
鶴
諦
溺
塡
（
填
）
妬
賭
藤
瞳
栃
頓
貪

丼
那
奈
梨
謎
鍋
匂
虹
捻
罵
剝
（
剥
）
箸
氾
汎
阪
斑
眉
膝
肘
訃
阜

蔽
餅
璧
蔑
哺
蜂
貌
頰
（
頬
）
睦
勃
昧
枕
蜜
冥
麺
冶
弥
闇
喩
湧
妖

瘍
沃
拉
辣
藍
璃
慄
侶
瞭
瑠
呂
賂
弄
籠
麓
脇



八

五
十
音
図
の
「
を
」
は
ウ
段
？
　
オ
段
？

　

児
童
教
育
用
の
「
五
十
音
図
」
の
ポ
ス
タ
ー
を
探
し
て
も
、
文
字
通
り
五
十
枡ま

す

す
べ
て
埋
ま

っ
た
ポ
ス
タ
ー
は
珍
し
く
、
大
半
は
ヤ
行
以
降
が
こ
の
配
列
に
な
っ
た
表
に
「
あ
い
う
え
お
ひ

ょ
う
」「
ひ
ら
が
な
ひ
ょ
う
」
等
の
題
名
が
附
い
て
、
児
童
教
育
書
の
コ
ー
ナ
ー
に
並
び
ま
す
。

学
校
教
科
書
の
検
定
で
は
、
五
十
音
図
の
掲
載
有
無
や
配
置
の
決
ま
り
は
無
い
と
の
こ
と
で
す
。

や

ゆ

よ

ら
り
る
れ
ろ

わ

を

ん

　

し
か
し
こ
の
配
置
に
は
三
つ
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

①
「
を
」
が
ウ
段
な
の
は
発
声
練
習
や
「
現
代
仮
名
遣
い
」
で
の
教
育
で
す
ら
問
題
が
あ
り
ま
す
。

②
小
学
生
で
も
小
倉
百
人
一
首
を
授
業
で
学
ぶ
今
、「
ゐ
」
と
「
ゑ
」
を
知
る
事
も
必
要
で
す
。

③
古
文
の
授
業
で
、
文
語
文
法
の
上
二
段
・
下
二
段
活
用
（
老
ゆ
・
老
い
る
、
燃
ゆ
・
燃
え
る
、

植
う
・
植
ゑ
る
等
）
を
理
解
す
る
に
も
、
ヤ
行
と
ワ
行
が
穴
空
き
に
な
ら
ず
に
す
べ
て
埋
ま

っ
た
表
が
必
要
で
す
。「
燃
ゆ
」「
消
ゆ
」
等
は
現
代
口
語
文
に
も
混
ぜ
て
使
用
さ
れ
ま
す
。

　

最
低
限
、
古
文
の
授
業
で
は
五
十
枡
す
べ
て
を
以
下
の
様
に
埋
め
た
五
十
音
図
が
必
要
で
す

が
、
そ
れ
な
ら
、
ひ
ら
が
な
を
最
初
に
憶
え
る
時
か
ら
昔
な
が
ら
の
配
置
で
憶
え
た
方
が
、
二

度
手
間
に
な
ら
ず
に
済
む
は
ず
で
す
。
児
童
教
育
用
の
五
十
音
図
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

あ
い
う
え
お

か
き
く
け
こ

さ
し
す
せ
そ

た
ち
つ
て
と

な
に
ぬ
ね
の

は
ひ
ふ
へ
ほ

ま
み
む
め
も

や
い
ゆ
え
よ

ら
り
る
れ
ろ

わ
ゐ
う
ゑ
を

ん
（
※
五
十
音
図
で
は
三
つ
の
か

な
が
重
複
し
ま
す
が
、「
同
じ

形
の
か
な
の
重
複
」
を
禁
ず
る

決
ま
り
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
）



一
二

私
達
の
目
指
す
も
の

団
結
は
力
な
り

①
国
語
改
革
の
前
ま
で
社
会
で
広
く
使
用
さ
れ
、
学
校
教
育
に

も
採
り
入
れ
ら
れ
て
き
た
国
語
表
記
の
名
誉
恢
復
、
お
よ
び

可
能
な
限
り
の
公
的
な
立
場
へ
の
復
活

②
「
正
字
・
正
か
な
に
よ
る
国
語
」
の
実
質
的
な
目
安
と
し
て

暗
黙
の
諒
解
で
あ
っ
た
、「
国
語
改
革
直
前
の
時
点
で
の
国

語
表
記
」
の
調
査
と
明
文
化

③
児
童
教
育
用
の
五
十
音
図
の
正
常
化

④
少
な
く
と
も
文
語
文
は
歴
史
的
か
な
づ
か
ひ
で
書
く
事
が
原

則
で
あ
る
事
の
啓
発
活
動

⑤
「
正
字
・
正
か
な
」
に
は
現
在
法
的
根
拠
が
無
い
が
、
国
語

改
革
前
の
法
令
の
一
部
改
正
で
は
歴
史
的
か
な
づ
か
ひ
に
よ

る
文
語
文
が
今
日
も
新
た
に
書
か
れ
る
公
的
な
実
態
を
確
認

⑥
「
正
字
・
正
か
な
」
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
処
理
す
る
技
術
の

研
究
及
び
規
格
の
提
唱

⑦
「
正
字
・
正
か
な
」
に
よ
る
文
献
の
調
査
や
閲
覧
を
身
近
な

も
の
と
す
べ
く
、
手
引
書
を
制
作

⑧
斯
く
し
て
「
正
字
・
正
か
な
」
に
よ
る
表
現
活
動
が
特
殊
な

も
の
で
は
な
く
当
り
前
の
も
の
と
な
る
時
代
を
創
り
出
す

　
「
正
字
・
正
か
な
」
に
よ
る
表
現
活
動
の
上
で
、「
団
結
」
は

大
き
な
力
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
本
会
も
文
筆
家
、
大
学
教
授
、

実
業
家
を
は
じ
め
様
々
な
分
野
の
著
名
人
を
含
め
、
国
語
国
字

問
題
に
関
心
を
持
つ
沢
山
の
方
々
が
集
っ
て
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

先
に
挙
げ
た
吉
田
富
三
博
士
も
そ
の
一
人
で
す
が
、
中
に
は
国

語
審
議
会
の
委
員
に
選
ば
れ
、
国
の
公
的
な
国
語
を
決
め
る
上

で
の
提
案
を
し
て
き
た
会
員
も
居
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
国
語

改
革
以
前
の
状
態
に
そ
っ
く
り
戻
す
事
は
出
来
な
い
ま
で
も
、

「
こ
れ
以
上
急
進
的
な
国
語
改
革
を
し
な
い
」「
漢
字
制
限
を
緩

め
る
」
た
め
の
力
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
て
か
ら
は
、
本
会
の
外
で
も

「
正
字
・
正
か
な
」
に
よ
る
表
現
活
動
を
始
め
る
若
い
世
代
が
更

に
増
え
て
き
ま
し
た
。「
団
結
は
力
な
り
」
で
、
仲
間
が
増
え
る

と
ノ
ウ
ハ
ウ
も
集
ま
り
ま
す
。
専
門
家
の
研
究
材
料
だ
け
の
も

の
で
は
な
く
、
読
み
た
い
・
書
き
た
い
み
ん
な
の
た
め
の
も
の

で
す
か
ら
、
是
非
と
も
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
本
会
も
そ
ん
な

皆
さ
ん
を
応
援
い
た
し
ま
す
。



一
四

時
代

国
内
・
政
府

国
内
・
民
間

仮
名
遣
の
規
範

科
学
技
術

国
外
の
漢
字
圏

～
平
安

七
～
八
世
紀
頃
？　

万
葉
集
↓
万
葉
仮

名八
～
九
世
紀
頃
？　

ひ
ら
が
な
登
場

八
～
九
世
紀
頃
？　

カ
タ
カ
ナ
登
場

写
本
（
手
書
き
で
筆
写
）

又
は
木
版
に
よ
り
出
版
七
七
四　

干
祿
字
書
（
顔
元

孫
）。
正
式
な
字
体
の

目
安
と
し
て
、
漢
字
を

正
・
通
・
俗
に
分
類

鎌
倉
～

江
戸
初
期

一
三
世
紀
前
半
？　

下
官
集
（
藤
原
定

家
）
↓
定
家
仮
名
遣

一
三
六
三
年
以
降
？　

仮
名
文
字
遣
（
行

阿
）
↓
定
家
仮
名
遣
の
増
補

一
五
世
紀
後
半
～
一
六
世
紀
前
半　

キ
リ
シ
タ

ン
版
（
ロ
ー
マ
字
表
記
の
日
本

語
書
籍
）

江
戸
中
期

～
後
期

一
六
九
三　

和
字
正
濫
鈔
（
契
沖
）

↓
契
沖
仮
名
遣

一
七
一
六　

康
煕
字
典
（
康

熙
帝
）。
後
に
は
漢
字
の

印
刷
字
形
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
的
存
在
に

一
八
六
〇
年
代　

フ
ラ
ン
ス
に

よ
り
ベ
ト
ナ
ム
語
の

ロ
ー
マ
字
表
記
普
及
政

策
が
始
ま
る

明
治
～

昭
和
初
期
一
八
七
二
／
明
四　

学
制
発
布
。
政
府

に
よ
る
普
通
教
育
の
開
始

一
九
〇
〇
／
明
三
三　

公
教
育
で
変
体

仮
名
の
整
理
、
漢
語
を
字
音

棒
引
仮
名
遣
に

一
九
〇
二
／
明
三
五　

国
語
調
査
委
員

会
設
置
、
将
来
的
な
漢
字
廃

止
の
方
針
決
ま
る

一
九
〇
八
／
明
四
一　

森
鷗
外
、
演
説

に
て
歴
史
的
仮
名
遣
を
擁
護
。

字
音
棒
引
仮
名
遣
廃
止

一
九
二
一
／
大
一
〇　

臨
時
国
語
調
査

会
設
置

一
九
二
四
／
大
一
三　

仮
名
遣
改
定
案

作
成

一
九
三
四
／
昭
九　

国
語
審
議
会
設
置

明
治
～　

日
本
語
の
横
書
き
が
普

及
し
始
め
る

一
八
八
五
／
明
一
八　
「
羅
馬
字
会
」
結

成
（
外
山
正
一
、
矢
田
部
良
吉

ほ
か
）

一
九
〇
九
／
明
四
二　
「
日
本
の
ロ
ー
マ

字
社
」
設
立
（
田
中
館
愛
橘
）

一
九
一
四
／
大
三　
「
東
京
ロ
ー
マ
字

会
」
結
成
↓
後
の
「
日
本
ロ
ー

マ
字
会
」

一
九
二
〇
／
大
九　
「
仮
名
文
字
協
会
」

設
立
（
山
下
芳
太
郎
）
↓
後
の

「
カ
ナ
モ
ジ
カ
イ
」

一
九
二
五
／
大
一
四　

山
田
孝
雄
（
国
語

学
者
）
と
芥
川
龍
之
介
、
仮
名

遣
改
定
案
へ
の
反
対
意
見
を

発
表

一
九
四
二
／
昭
一
七　

国
語
改
革
に
反

対
す
る
「
日
本
國
語
會
」
設
立

明
治
初
期　

金
属
活
字
普
及

一
八
九
四
／
明
二
七　

国
産
の
謄

写
版
（
堀
井
謄
写
堂
）

一
八
九
九
／
明
三
二
、一
九
〇
〇
／
明
三
三　

ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ

の
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー（
黒

澤
貞
次
郎
）

一
九
一
五
／
大
四　

和
文
タ
イ
プ

ラ
イ
タ
ー
（
杉
本
京
太
）

一
九
二
三
／
大
一
二　

カ
ナ
タ
イ

プ
ラ
イ
タ
ー

一
九
二
五
／
大
一
四　

和
文
写
真

植
字
機
（
石
井
茂
吉
、
森

澤
信
夫
↓
後
の
写
研
、

モ
リ
サ
ワ
創
業
者
）

一
九
一
二
／
明
四
五　

当
時
日
本

領
だ
っ
た
台
湾
向
け
に
、

表
音
仮
名
遣
に
よ
る
国

語
（
日
本
語
）
教
科
書
が

発
行
さ
れ
る
。
朝
鮮
・

南
洋
群
島
も
同
様

戦
後

一
九
四
六
／
昭
二
一　

現
代
か
な
づ
か

い
告
示
、
当
用
漢
字
表
制
定

一
九
四
八
／
昭
二
三　

当
用
漢
字
音
訓
表

一
九
四
八
／
昭
二
三　

Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る

識
字
率
調
査
、
漢
字
廃
止
撤
回

一
九
四
九
／
昭
二
四　

当
用
漢
字
字
体
表

一
九
四
〇
年
代
後
半
～　

国
語
の
ロ
ー
マ

字
教
育
が
推
進
さ
れ
る

一
九
四
〇
年
代
後
半　

右
横
書
き
が
公

文
書
・
新
聞
か
ら
消
え
る

一
九
六
一
／
昭
三
六　

国
語
審
議
会
委

員
選
任
が
表
音
主
義
者
に
偏

る
事
を
不
服
と
し
て
委
員
五

人
が
脱
退
↓
制
度
見
直
し

一
九
六
五
／
昭
四
〇　

漢
字
か
な
交
じ

り
が
国
語
表
記
の
正
則
と
明

文
化
さ
れ
（
吉
田
提
案
）、
将

来
的
な
漢
字
廃
止
の
方
針
が

名
実
と
も
に
終
る

一
九
八
一
／
昭
五
六　

当
用
漢
字
表
か

ら
常
用
漢
字
表
に
改
定
、「
漢

字
の
範
囲
」
を
「
漢
字
使
用
の

目
安
」
に
緩
和

一
九
八
六
／
昭
六
一　

現
代
仮
名
遣
い

に
改
定
、「
準
則
」
を
「
よ
り

ど
こ
ろ
」
に
緩
和

二
〇
〇
〇
／
平
一
二　
「
表
外
漢
字
字
体

表
」
発
表
。
漢
字
制
限
で
一

旦
は
排
除
さ
れ
た
漢
字
が
公

的
な
裏
付
け
を
得
る

二
〇
〇
一
／
平
一
三　

国
語
審
議
会
廃

止
（
後
継
は
文
化
審
議
会
国

語
分
科
会
）

二
〇
一
〇
／
平
二
二　

常
用
漢
字
表
改
定

一
九
五
九
／
昭
三
四　

急
進
的
な
国
語

改
革
に
反
対
す
る
「
國
語
問
題

協
議
會
」
設
立

二
〇
二
三
／
令
五　
「
日
本
ロ
ー
マ
字

会
」
解
散

一
九
五
五
／
昭
三
〇　

漢
字
テ
レ

タ
イ
プ
（
沖
）

一
九
七
〇
年
代
～　

電
算
写
植
が

広
ま
る

一
九
七
八
／
昭
五
三　

か
な
漢
字

変
換
方
式
の
日
本
語
ワ
ー

ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
（
東
芝
）

一
九
七
八
／
昭
五
三　

漢
字
を
含

む
日
本
語
文
字
コ
ー
ド

が
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
に

一
九
八
〇
年
代　

ワ
ー
プ
ロ
専

用
機
、
漢
字
対
応
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
普
及

一
九
八
三
／
昭
五
八　

Ｊ
Ｉ
Ｓ
の

文
字
コ
ー
ド
改
定
。
例

示
字
形
変
更
（
略
字
を

正
と
す
る
）
が
不
評

一
九
九
二
／
平
四　

文
字
コ
ー
ド

「
ユ
ニ
コ
ー
ド
」
に
「
Ｃ

Ｊ
Ｋ
統
合
漢
字
」
追
加

二
〇
〇
〇
／
平
一
二　

常
用
漢
字

に
対
応
す
る
「
旧
字
」

の
多
く
を
収
録
す
る
フ

ォ
ン
ト
規
格
「Adobe-

Japan 1-4

」（
ア
ド
ビ
）

二
〇
〇
四
／
平
一
六　

Ｊ
Ｉ
Ｓ
の

文
字
コ
ー
ド
改
定
。
一

部
の
字
の
例
示
字
形
を

康
煕
字
典
体
に
変
更

二
〇
〇
七
／
平
一
七　

ユ
ニ
コ
ー

ド
の
「
異
体
字
セ
レ
ク

タ
」
の
規
格
に
「Adobe-

Japan1

」
が
入
る

二
〇
一
一
／
平
二
三　

約
六
万
字

の
漢
字
を
含
む
フ
ォ
ン

ト
「IPAm

j

明
朝
」

一
九
四
五
／
昭
二
〇　

北
ベ
ト
ナ

ム
、
漢
字
表
記
を
廃
止

し
ロ
ー
マ
字
表
記
を
ベ

ト
ナ
ム
語
の
公
式
表
記

に一
九
四
八
／
昭
二
三　

大
韓
民
国
、

ハ
ン
グ
ル
専
用
法
制
定
。

公
文
書
で
の
漢
字
使
用

は
原
則
廃
止

一
九
四
八
／
昭
二
三　

北
朝
鮮
、

漢
字
使
用
全
廃

一
九
五
六
／
昭
三
一　

中
華
人
民

共
和
国
、「
漢
字
簡
化
方

案
」
公
布
（
簡
体
字
）

一
九
七
〇
／
昭
四
五　

大
韓
民
国
、

普
通
教
育
で
の
漢
字
教

育
廃
止

一
九
七
七
／
昭
五
二　

中
華
人
民

共
和
国
、「
第
二
次
漢
字

簡
化
方
案
草
案
」
発
表
。

批
判
が
多
く
後
に
廃
止

遣名仮家定
遣名仮沖契

遣名仮的史歴の義広
（遣名仮的史歴の義狭）（るれ さ用使き続引はに等記表の人個や芸文）

（案定改遣名仮・遣 名仮音表）い遣名仮代現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いかづなか代現

国 
語 

年 

表



一
八

質
　
問
　
箱

①
「
歴
史
的
か
な
づ
か
ひ
（
旧
か
な
）」
が
時
代
と
共
に
変
化
し

た
の
が
「
現
代
仮
名
遣
い
」
で
は

　

昭
和
二
十
一
（
一
九
四
六
）
年
に
、
こ
れ
ま
で
と
ま
る
で
異

な
る
仕
組
み
の
書
き
方
を
新
た
に
作
っ
て
学
校
教
育
で
広
め
た

の
が
「
現
代
か
な
づ
か
い
」
で
す
。

②
「
旧
か
な
」
は
現
代
語
の
発
音
と
か
け
離
れ
、
時
代
の
変
化

に
取
り
残
さ
れ
た
書
き
方
で
は

　
「
古
語
か
現
代
語
か
」
で
は
な
く
、「
意
味
を
重
視
す
る
か
、

発
音
を
重
視
す
る
か
」
と
、
原
理
原
則
が
ま
る
で
別
物
で
す
。、

皆
さ
ん
も
「
現
代
仮
名
遣
い
」
に
残
っ
た
歴
史
的
か
な
づ
か
ひ

の
決
ま
り
（
助
詞
の
「
は
／
へ
／
を
」、「
じ
・
ぢ
」「
ず
・
づ
」

の
書
き
分
け
の
一
部
）
を
「
こ
の
方
が
分
か
り
や
す
い
」
と
何

と
な
く
感
じ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
と
同
じ
事
で
す
。

意
味
を
重
視
し
た
書
き
方
こ
そ
、
言
葉
の
構
造
や
語
源
が
分
か

り
や
す
い
の
で
、
丸
暗
記
中
心
で
は
な
く
、
体
系
立
て
て
効
率

よ
く
覚
え
ら
れ
、
発
音
が
時
代
で
変
化
し
て
も
書
き
言
葉
を
長

持
ち
さ
せ
る
事
が
で
き
ま
す
。

③
一
つ
の
音
に
複
数
の
か
な
な
ん
て
非
効
率
的
で
は

　

む
し
ろ
「
意
味
で
書
き
分
け
る
」
利
点
が
あ
り
ま
す
。
助
詞

の
「
を
」（
く
っ
つ
き
の
「
を
」）
を
「
お
」
で
書
か
な
か
っ
た

り
、
カ
タ
カ
ナ
語
で
も
、「
ブ
」
で
済
む
の
に
「
ヴ
」
と
書
く
事

が
あ
る
の
と
同
じ
で
す
。
漢
字
で
も
「
コ
ー
カ
」
を
「
効
果
」

「
高
価
」「
校
歌
」
…
…
と
意
味
に
よ
っ
て
別
の
字
で
書
き
分
け

ま
す
ね
。
英
語
は
表
音
文
字
で
書
き
ま
す
が
、
同
じ
発
音
で
も

m
eet/m

eat

と
意
味
に
よ
っ
て
書
き
分
け
ま
す
。

④
旧
漢
字
は
人
名
だ
け
気
に
す
れ
ば
い
い
の
で
は

　

折
角
人
名
で
「
旧
漢
字
」
が
活
用
さ
れ
る
な
ら
、
一
般
の
文

章
に
も
活
用
し
な
い
の
は
も
っ
た
い
な
い
話
で
す
し
、
出
来
れ

ば
読
み
方
が
分
か
る
と
読
め
る
本
の
範
囲
が
拡
が
り
ま
す
。

　

新
漢
字
は
「
画
数
が
少
な
い
方
が
手
で
書
き
や
す
い
し
便
利

な
は
ず
だ
」
と
い
っ
て
、
昔
か
ら
中
国
や
日
本
で
作
ら
れ
て
き

た
略
字
体
を
採
用
し
た
も
の
で
す
。
元
の
字
も
憶
え
た
上
で
略

字
と
割
り
切
っ
て
使
用
す
る
分
に
は
い
い
の
で
す
が
、
元
の
字

を
お
蔵
入
り
に
し
て
略
字
を
正
式
な
字
に
す
る
と
、「
略
し
方

の
決
ま
り
が
バ
ラ
バ
ラ
で
統
一
性
が
な
い
」「
表
外
字
を
含
め
、

同
じ
部
首
を
持
つ
漢
字
同
士
の
つ
な
が
り
が
切
れ
て
わ
か
り
づ

ら
く
な
る
」
欠
点
が
問
題
と
な
り
ま
す
。



三
四

　

國
語
は
危
機
に
あ
る
。

　

そ
の
原
因
は
、
國
語
そ
の
も
の
の
う
ち
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
戰
後
、
國
語
表
記
の
矛
盾
と
混
亂
と
を
解
決
す
る
た
め
と
稱
し
て
行
は
れ
た
「
現

代
か
な
づ
か
い
」「
當
用
漢
字
」「
音
訓
整
理
」「
新
送
り
が
な
」
等
、
一
連
の
國
語
政
策
の
も
た
ら
し
た
矛
盾
と
混
亂
と
こ
そ
、
そ
の
原
因
で
あ
る
。

そ
れ
ら
の
政
策
は
、
事
實
上
抗
し
が
た
い
強
制
力
を
と
も
な
つ
て
行
は
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
單
純
な
便
宜
主
義
の
立
場
か
ら
國
語
の
本
質
を
無
視

し
性
急
に
國
語
表
記
の
簡
易
化
を
計
ら
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
當
然
そ
の
方
向
は
ロ
ー
マ
字
、
あ
る
い
は
か
な
文
字
に
よ
る
表
音
文
字
化
を
志
向

す
る
。

　

わ
れ
わ
れ
も
簡
易
化
そ
の
も
の
に
は
反
對
し
な
い
。
そ
の
實
現
の
た
め
に
は
、
應
分
の
努
力
を
惜
し
ま
ぬ
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
文
字
は
言
葉

の
た
め
に
あ
り
、
國
字
は
國
語
の
た
め
に
あ
る
。
文
字
を
易
し
く
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
言
葉
の
正
し
さ
を
歪
め
て
は
な
ら
な
い
。
國
字
の
簡
易
化

は
あ
く
ま
で
國
語
の
正
し
さ
を
守
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
限
度
内
に
と
ゞ
ま
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

戰
後
の
國
語
政
策
は
、
國
語
そ
の
も
の
の
性
格
に
對
す
る
認
識
を
缺
き
、
十
分
な
調
査
硏
究
を
經
ず
し
て
ひ
た
す
ら
簡
易
化
を
事
と
し
た
。
し
か

も
、
そ
の
た
め
に
生
じ
た
矛
盾
は
、
簡
易
化
の
美
名
に
お
ほ
は
れ
て
、
そ
の
ま
ゝ
容
認
さ
れ
て
ゐ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
が
あ
た
か
も
、
わ
が
國

語
國
字
の
ま
ぬ
か
れ
が
た
い
性
格
に
基
く
も
の
で
あ
る
か
の
や
う
に
宣
傳
さ
れ
て
き
た
た
め
、
遂󠄂
に
國
民
の
間
に
は
、
國
語
國
字
を
輕
視
し
、
時
に

は
、
嫌
惡
す
る
か
の
ご
と
き
風
潮
が
起
り
、
又
そ
の
矛
盾
か
ら
の
が
れ
る
た
め
に
は
、
表
音
主
義
に
徹
す
る
ほ
か
は
な
い
と
考
へ
る
も
の
さ
へ
生
じ

つ
ゝ
あ
る
。
こ
の
ま
ゝ
推
移
す
れ
ば
、
人
々
は
國
語
國
字
に
つ
い
て
何
が
正
し
い
か
と
い
ふ
言
語
意
識
を
失
ひ
、
矛
盾
や
不
合
理
に
反
撥
す
る
健
康

な
語
感
の
痲
痺
を
、
ひ
い
て
は
思
考
力
、
表
現
力
の
低
下
を
招
く
に
至
る
で
あ
ら
う
。
こ
れ
を
わ
れ
わ
れ
は
國
語
の
危
機
と
呼
ぶ
。

　

こ
ゝ
に
國
語
問
題
協
議
會
は
事
態
の
こ
れ
以
上
の
惡
化
を
防
ぐ
た
め
に
、
次
の
こ
と
を
要
求
す
る
。

宣
　
　
　
言
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文
部
省
及
び
國
語
審
議
會
に
對
し
て
―
―

一
、
既
往
の
改
革
案
に
つ
い
て
、
そ
の
意
圖
、
竝
び
に
、
そ
の
根
據
、
資
料
を
示
す
こ
と
。

一
、
改
革
案
の
矛
盾
と
混
亂
と
を
ど
う
處
理
す
る
つ
も
り
か
、
そ
の
見
通
し
を
示
す
こ
と
。

一
、
改
革
案
の
教
育
へ
の
適
用
は
見
合
は
せ
る
こ
と
。

一
、
誤
つ
た
言
語
觀
に
基
く
國
語
教
育
の
實
情
を
認
識
し
、
早
急
に
そ
の
再
建
を
は
か
る
こ
と
。

　
　
　

内
閣
に
對
し
て
―
―

内
閣
吿
示
を
も
つ
て
輕
々
に
左
右
し
う
る
現
在
の
在
り
方
を
改
め
る
こ
と
。

一
、
國
語
問
題
硏
究
機
關
を
強
化
し
、
そ
れ
に
よ
る
十
分
な
調
査
硏
究
に
基
い
て
國
語
政
策
を
推
進
す
る
こ
と
。

一
、
成
案
の
作
製
に
つ
い
て
は
文
部
省
國
語
審
議
會
等
の
政
府
機
關
に
よ
る
專
斷
に
委
さ
ず
、
廣
く
專
門
家
、
有
識
者
の
意
見
を
尊
重
す
る
こ
と
。

　

な
ほ
同
時
に
、
國
語
問
題
協
議
會
は
そ
の
設
立
目
的
に
副
ひ
、
次
の
こ
と
を
行
ふ
。

一
、
言
語
道
具
說
、
表
音
主
義
が
古
い
自
然
主
義
的
言
語
觀
に
發
し
世
界
の
新
し
い
趨
勢
に
背
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
正
し
い
言
語

觀
の
確
立
と
啓
蒙
に
つ
く
す
こ
と
。

一
、
誤
つ
た
國
語
政
策
の
内
容
を
國
民
一
般
に
知
ら
せ
、
人
々
の
自
覺
に
訴
へ
る
こ
と
。

一
、
言
論
、
報
道
機
關
竝
び
に
國
語
教
育
界
の
協
力
を
求
め
る
こ
と
。

一
、
か
な
づ
か
ひ
、
漢
字
、
送
り
が
な
等
の
諸
問
題
に
つ
き
、
國
語
、
國
字
の
本
質
に
卽
し
た
調
査
、
硏
究
を
行
ふ
こ
と
。

　

右
の
宣
言
に
從
ひ
、
わ
れ
わ
れ
は
、
祖
先
の
も
の
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
の
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
子
孫
の
も
の
で
も
あ
る
國
語
國
字
の
正
常
な
在

り
方
を
見
出
す
た
め
に
、
今
後
あ
ら
ゆ
る
機
會
に
着
實
、
適
切
な
行
動
を
展
開
し
て
行
き
た
い
。
廣
く
國
民
の
理
解
と
支
持
を
期
待
す
る
。

昭
和
三
十
四
年
十
二
月
十
七
日　

國
語
問
題
協
議
會
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國
語
と
國
字
が
一
民
族
の
文
化
の
最
も
大
切
な
要
素
の
一
つ
で
あ
る

こ
と
は
皆
樣
御
存
知
の
通
り
で
す
。

　

さ
て
、
我
々
の
祖
先
は
、
古
事
記
や
萬
葉
集
な
ど
に
見
ら
れ
る
如
く
、

千
二
、
三
百
年
の
昔
、
す
で
に
す
ぐ
れ
た
言
葉
を
持
つ
て
ゐ
ま
し
た
。

こ
れ
は
恐
ら
く
世
界
に
も
類
の
少
い
變
化
に
富
む
日
本
の
氣
候
風
土
と

美
し
い
自
然
が
與
へ
た
纖
細
な
感
覺
の
お
蔭
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
ま
す
。

殊
に
微
妙
で
深
み
の
あ
る
美
的
感
覺
は
世
界
一
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
實

際
、
我
々
の
遠
い
祖
先
は
今
か
ら
八
千
年
も
前
に
あ
の
見
事
な
繩
文
式

土
器
を
作
つ
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
幸
か
不
幸
か
、
大
和
民
族
は
文
字
を
持
つ
て
ゐ
ま
せ
ん
で

し
た
。
と
こ
ろ
が
中
國
に
は
極
め
て
發
達
し
た
文
字
が
有
つ
た
の
で
、

奈
良
時
代
の
祖
先
は
こ
れ
を
借
り
て
國
語
を
表
記
し
、
更
に
平
安
時
代

の
初
期
に
は
假
名
を
發
明
し
、
又
漢
語
も
多
く
輸
入
し
て
、
そ
れ
以
來

こ
の
「
漢
字
假
名
交
り
文
」
は
九
百
年
以
上
に
わ
た
つ
て
、
日
本
の
文

化
を
護
り
育
て
て
來
ま
し
た
。
こ
れ
は
直
ち
に
眼
に
訴
へ
て
意
味
を
表

は
す
便
利
な
「
表
意
文
字
」
と
、
日
本
語
獨
自
の
構
文
を
表
は
す
「
表

音
文
字
」
か
ら
成
る
優
秀
な
表
記
法
で
あ
り
ま
し
た
。

同
胞
各
位
に
訴
へ
る

︱
︱
國
語
問
題
に
關
す
る
國
民
運
動
の
提
唱
―
―　

　

然
る
に
、
日
本
民
族
と
し
て
最
初
の
體
驗
で
あ
る
敗
戰
の
衝
擊
と
自

信
の
喪
失
と
、
日
々
の
食
糧
に
も
事
缺
く
苦
難
の
時
期
に
當
つ
て
、
以

前
か
ら
國
語
を
ロ
ー
マ
字
、
も
し
く
は
カ
ナ
モ
ジ
で
記
さ
う
と
主
張
し

て
來
た
便
宜
主
義
、
安
易
主
義
の
一
部
の
論
者
は
、
好
機
正
に
至
れ
り

と
し
て
、
文
部
省
の
權
力
を
利
用
し
、
新
聞
社
、
出
版
社
な
ど
を
動
か

し
て
、
敗
戰
後
、
わ
づ
か
一
年
三
ケ
月
、
す
な
は
ち
昭
和
二
十
一
年
十

一
月
に
内
閣
訓
令
吿
示
で
、
漢
字
を
制
限
し
假
名
づ
か
ひ
を
變
革
し
て

し
ま
ひ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
明
治
以
來
幾
度
か
國
語
改
革
論
者
に
よ
つ
て
提
出
さ
れ
、
そ

の
都
度
國
民
の
嚴
し
い
批
判
を
受
け
て
葬
り
去
ら
れ
た
案
を
殆
ど
そ
の

ま
ま
に
踏
襲
し
た
も
の
で
す
。
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
程
重
大
な
問
題
に

つ
い
て
信
賴
す
る
に
足
る
代
表
的
文
化
人
諸
氏
の
意
見
を
求
め
る
こ
と

も
せ
ず
、
國
會
の
審
議
に
か
け
る
こ
と
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
で

は
戰
時
中
の
軍
部
の
獨
裁
と
い
さ
さ
か
も
變
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

果
し
て
こ
れ
が
戰
後
の
日
本
の
目
標
た
る
民
主
主
義
的
文
化
國
家
の
な

す
べ
き
こ
と
で
あ
つ
た
で
せ
う
か
。
國
語
審
議
會
と
文
部
省
は
こ
の
後

次
々
に
「
音
訓
表
」
と
か
、「
字
體
表
」
と
か
、「
送
り
が
な
の
つ
け
方
」

と
か
、「
外
國
の
固
有
名
詞
の
表
記
法
」
と
か
、
何
れ
も
不
合
理
に
し
て

實
行
不
可
能
な
變
革
を
敢
て
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
が
、
今
日

實
際
に
色
々
な
混
亂
を
ひ
き
起
し
て
ゐ
る
ば
か
り
で
な
く
、
靑
少
年
の

學
力
を
著
し
く
低
下
さ
せ
て
ゐ
る
こ
と
も
各
位
は
御
承
知
で
せ
う
。



三
七

　

以
上
が
大
體
の
經
緯
で
す
が
、
次
に
こ
の
問
題
に
關
し
、
幾
つ
か
の

項
目
に
分
け
て
や
や
詳
し
く
所
信
を
申
し
述
べ
ま
す
。

一
、
な
ぜ
、
歐
米
諸
國
は
發
音
と
異
つ
た
綴
り
を
維
持
し
て
ゐ
る
の
か

　

歷
史
的
假
名
遣
ひ
は
現
在
の
發
音
と
異
る
故
に
變
へ
る
べ
き
だ
、
と

彼
ら
便
宜
主
義
者
は
言
ひ
ま
す
。
し
か
し
、
歐
米
各
國
の
國
語
を
考
へ

て
み
ま
す
と
、
例
へ
ば
英
、
米
、
佛
、
希
の
樣
な
國
々
で
は
、
綴
り
と

發
音
の
相
違
は
吾
が
國
の
歷
史
的
假
名
づ
か
ひ
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら

な
い
く
ら
ゐ
甚
だ
し
い
も
の
が
あ
り
、
そ
の
他
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ヤ

の
樣
に
比
較
的
そ
の
差
の
少
い
國
々
で
す
ら
、
綴
り
と
發
音
と
は
一
致

せ
ず
、
歷
史
的
假
名
づ
か
ひ
と
大
體
同
程
度
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ

れ
に
も
か
か
は
ら
ず
、
こ
れ
ら
諸
國
は
そ
の
綴
り
を
決
し
て
變
へ
よ
う

と
は
し
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
何
故
で
せ
う
か
。

　

そ
れ
は
先
づ
第
一
に
、
此
等
の
難
し
い
綴
り
に
は
、
そ
の
依
つ
て
來

る
必
然
の
歷
史
と
論
埋
が
あ
る
上
に
、
若
し
こ
れ
を
變
へ
た
な
ら
ば
、

從
來
の
綴
り
で
書
か
れ
た
す
べ
て
の
文
化
遺
產
が
非
常
に
讀
み
に
く
く

な
る
か
ら
で
す
。
こ
れ
ら
の
國
々
に
は
、
過
去
か
ら
優
秀
な
文
學
作
品

や
哲
學
、
自
然
科
學
の
論
文
な
ど
が
數
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
國

民
か
ら
遠
ざ
け
る
こ
と
は
當
然
自
國
の
文
化
の
衰
退
を
招
き
ま
す
。

　

第
二
に
、
綴
り
と
發
音
が
甚
し
く
異
つ
て
ゐ
て
も
、
こ
れ
ら
諸
國
の

少
年
少
女
は
素
質
が
良
い
た
め
に
、
教
育
に
よ
つ
て
自
然
に
そ
れ
を
理

解
し
辨
別
し
て
、
何
ら
の
支
障
も
來
さ
な
い
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

二
、
日
本
人
は
優
れ
た
民
族
的
文
化
遺
產
を
繼
承
し
得
ぬ
程
劣
等
か

　

さ
て
、
眼
を
我
國
に
轉
じ
ま
せ
う
。
英
佛
そ
の
他
す
ぐ
れ
た
西
歐
の

國
々
の
や
う
に
秀
で
た
過
去
の
文
化
遺
產
を
果
し
て
日
本
は
持
つ
て
ゐ

な
い
と
い
ふ
の
で
せ
う
か
。
斷
じ
て
否
で
す
。

　

西
歐
の
近
代
諸
國
が
ま
だ
殆
ど
蒙
昧
に
近
い
狀
態
に
留
つ
て
ゐ
た
七
、

八
世
紀
の
頃
、
す
で
に
我
々
の
祖
先
は
、
古
事
記
、
日
本
書
紀
、
風
土

記
、
萬
葉
集
な
ど
す
ば
ら
し
い
も
の
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。
又
、
少
し

降
つ
て
フ
ラ
ン
ス
文
學
最
初
の
作
品
で
あ
る
敍
事
詩
が
十
一
世
紀
末
に

現
れ
た
の
に
對
し
、
そ
の
百
年
前
に
、
日
本
で
は
若
い
女
性
が
今
も
世

界
的
傑
作
で
あ
る
「
源
氏
物
語
」
を
書
い
て
ゐ
た
の
で
す
。
そ
の
後
、

主
な
も
の
だ
け
を
拾
つ
て
も
、「
古
今
集
」
以
下
の
八
代
和
歌
集
、「
平

家
物
語
」、
道
元
や
親
鸞
の
著
書
や
語
錄
、「
徒
然
草
」、
世
阿
彌
の
謠
曲

と
能
の
美
學
、
芭
蕉
の
俳
諧
、
西
鶴
の
小
說
、
近
松
の
戲
曲
、
荻
生
徂

徠
や
本
居
宣
長
ら
の
學
問
的
業
績
を
經
て
、
明
治
に
入
つ
て
後
は
、
幸

田
露
伴
、
樋
口
一
葉
、
泉
鏡
花
、
正
岡
子
規
、
夏
目
漱
石
、
森
鷗
外
、
内

村
鑑
三
、
寺
田
寅
彥
、
柳
田
國
男
、
萩
原
朔
太
郞
、
宮
澤
賢
治
、
齋
藤

茂
吉
、
數
へ
上
げ
れ
ば
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
づ
れ
も
貴
重
な
勞

作
を
生
み
出
し
た
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
業
績
が
今
後
は
讀
み
難
く
な
つ

た
り
、
從
來
の
國
民
と
の
間
の
斷
層
を
作
る
や
う
に
な
つ
た
り
し
た
ら
、

日
本
文
化
の
損
失
は
量
り
知
れ
ぬ
も
の
が
あ
り
ま
す
。
我
國
は
決
し
て

西
歐
諸
國
に
劣
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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殊
に
、
最
近
、
日
本
の
古
美
術
や
禪
や
能
樂
や
建
築
や
庭
園
や
書
道

や
點
茶
や
生
花
な
ど
深
み
の
あ
る
美
し
い
文
化
所
產
に
歐
米
諸
國
民
が

眼
を
見
は
つ
て
ゐ
る
事
實
を
ど
う
考
へ
る
べ
き
で
せ
う
。
フ
ラ
ン
ス
が

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
門
外
不
出
の
至
寶
「
ミ
ロ
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
」
を
は
る

ば
る
日
本
に
送
つ
て
く
れ
た
の
も
、
彼
ら
が
日
本
民
族
の
文
化
的
優
秀

性
を
ど
の
く
ら
ゐ
高
く
評
價
し
て
ゐ
る
か
の
明
か
な
證
據
で
あ
り
ま
す
。

大
正
の
大
震
災
前
後
六
年
に
亙
つ
て
日
本
に
大
使
と
し
て
駐
在
し
た
フ

ラ
ン
ス
の
大
詩
人
ポ
ー
ル
・
ク
ロ
ー
デ
ル
は
、
第
二
次
大
戰
中
（
昭
和

十
八
年
の
晚
秋
の
一
夜
）
日
本
が
壞
滅
す
る
の
を
虞
れ
て
、
親
友
の
や

は
り
大
詩
人
で
あ
る
ポ
ー
ル
・
ヴ
ァ
レ
リ
ー
に
次
の
や
う
に
言
つ
た
の

で
す
。「
私
が
亡
び
な
い
や
う
に
願
ふ
一
つ
の
民
族
が
あ
る
。
そ
れ
は

日
本
民
族
だ
。
こ
れ
程
注
目
す
べ
き
太
古
か
ら
の
文
明
を
持
つ
て
ゐ
る

民
族
は
他
に
知
ら
な
い
。
彼
ら
は
貧
乏
だ
。
し
か
し
高
貴
だ
。」

（
一
）

と
。

さ
す
が
に
ク
ロ
ー
デ
ル
は
大
詩
人
で
す
。
彼
は
日
本
の
多
く
の
文
化
人

な
ど
と
呼
ば
れ
る
人
々
よ
り
も
は
る
か
に
日
本
の
良
さ
を
知
り
、
そ
れ

を
愛
し
て
ゐ
た
の
で
す
。
日
本
の
現
狀
は
ク
ロ
ー
デ
ル
に
對
し
て
恥
し

い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

な
ほ
、
我
が
國
語
國
字
の
重
要
さ
は
、
單
に
文
章
の
上
だ
け
に
止
ま

り
ま
せ
ん
。
法
隆
寺
、
藥
師
寺
、
唐
招
提
寺
を
は
じ
め
と
す
る
南
都
の

諸
寺
や
、
鳥
羽
僧
正
の
「
鳥
獸
戲
畫
卷
」
そ
の
他
日
本
獨
特
で
世
界
に

類
の
な
い
繪
卷
物
、
運
慶
ら
の
彫
刻
、
雪
舟
ら
の
水
墨
畫
、
能
の
舞
樂
、

利
休
の
茶
、
桂
離
宮
の
建
築
と
庭
、
光
悅
の
工
藝
、
宗
達
や
大
雅
ら
の

繪
畫
、
春
信
や
北
齋
の
浮
世
繪
な
ど
、
又
は
世
界
的
に
名
高
く
な
つ
て

ゐ
る
生
漉
の
日
本
紙
と
か
、
禮
儀
作
法
と
か
、
こ
れ
ら
直
接
に
は
文
字

と
關
係
な
さ
さ
う
に
見
え
る
諸
々
の
傑
作
が
實
は
國
語
國
字
と
切
つ
て

も
切
れ
ぬ
精
神
的
紐
帶
を
有
し
て
ゐ
る
こ
と
は
少
し
く
考
へ
て
み
れ
ば

誰
に
も
解
り
ま
す
。

　

次
は
子
供
の
問
題
で
す
。「
行
か0

う
」
と
書
い
て
「
行
こ0

う
」
と
讀
み
、

「
言
ひ0

ま
し
た
」
と
書
い
て
「
言
い0

ま
し
た
」
と
讀
む
こ
と
を
難
し
く
思

ふ
ほ
ど
、
彼
ら
は
劣
等
で
せ
う
か
。
と
ん
で
も
な
い
こ
と
で
す
。
兩
親

と
共
に
歐
米
に
在
る
日
本
の
子
供
達
が
彼
の
地
の
學
校
で
拔
群
の
成
績

を
示
す
こ
と
の
多
い
事
實
は
よ
く
知
ら
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
す
。
又
最

近
東
京
の
四
谷
第
七
小
學
校
や
新
潟
龜
田
東
小
學
校
等
で
行
は
れ
て
ゐ

る
教
育
に
於
て
、
低
學
年
の
兒
童
が
喜
ん
で
多
く
の
漢
字
を
學
び
、
三
、

四
年
で
新
聞
も
讀
み
得
る
こ
と
が
識
者
の
注
意
を
ひ
い
て
ゐ
ま
す
。
要

す
る
に
日
本
人
は
優
秀
な
民
族
で
あ
り
。
日
本
の
文
化
は
卓
越
し
て
ゐ

る
の
で
す
。

三
、
明
治
以
後
、
國
語
國
字
簡
易
化
運
動
は
ど
う
し
て
起
つ
て
來
た
の
か

　

と
こ
ろ
が
、
明
治
初
期
か
ら
大
正
、
昭
和
の
時
代
に
至
る
ま
で
漢
字

排
擊
や
假
名
づ
か
ひ
改
訂
が
數
囘
に
わ
た
つ
て
試
み
ら
れ
た
の
は
何
故

で
せ
う
か
。
こ
れ
は
歐
米
の
進
ん
だ
文
化
に
驚
き
、
恐
れ
、
ひ
た
す
ら

そ
れ
に
追
附
か
う
と
し
た
人
た
ち
の
焦
燥
感
と
劣
等
意
識
の
致
す
と
こ
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國
語
國
字
問
題
の
起
り
は
、
漢
字
、
漢
語
の
排
斥
に
始
つ
て
ゐ
る
。

そ
し
て
そ
れ
は
國
粹
主
義
か
ら
こ
れ
を
排
し
よ
う
と
す
る
も
の
と
、
西

洋
の
文
明
に
接
し
、
西
洋
文
字
に
幻
惑
さ
れ
て
こ
れ
を
便
利
至
高
の
も

の
と
し
て
、
わ
が
國
の
文
字
特
に
漢
字
を
呪
詛
す
る
に
至
つ
た
も
の
と

の
二
つ
の
源
流
が
あ
る
。
前
者
に
は
、
古
く
賀か

茂も
の

眞ま

淵ぶ
ち

な
ど
が
あ
り
、

ま
た
下
つ
て
明
治
十
四
、
五
年
頃
か
ら
廿
一
年
頃
ま
で
續
い
た
「
か
な

の
く
わ
い
」
の
會
員
な
ど
が
そ
れ
で
あ
ら
う
。
後
者
に
は
、
江
戶
時
代

に
は
算
學
者
本ほ

ん

多だ

利と
し

明あ
き

な
ど
が
あ
る
。
德と

く

川が
は

慶よ
し

喜の
ぶ

に
「
漢
字
御
廢
止
之

儀
」
を
建
白
し
た
（
慶
應
二
年
）
前ま

へ

島じ
ま

密ひ
そ
かや

、「
布
吿
ノ
書
ニ
假
名
文
ヲ

用
ヒ
」
る
べ
き
こ
と
を
公
議
所
へ
建
議
し
た
（
明
治
二
年
）
柳
河
春
三

な
ど
は
後
者
に
屬
す
る
が
、
主
張
は
假
名
專
用
で
あ
つ
て
、
そ
の
他
の

漢
字
排
斥
論
者
は
ほ
と
ん
ど
ロ
ー
マ
字
論
者
で
あ
る
。

　

ま
た
こ
れ
ら
の
間
に
あ
つ
て
、
漢
字
の
使
用
を
で
き
る
だ
け
少
く
せ

よ
と
い
ふ
福ふ

く

澤ざ
は

論ゆ

吉き
ち

の
漢
字
節
減
論
が
現
れ
て
ゐ
る
（「
文
字
之
教
」、

明
治
六
年
）。
こ
れ
は
漢
字
制
限
論
の
最
初
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
福

澤
の
漢
字
節
減
論
は
「
日
本
ニ
假
名
ノ
文
字
ア
リ
ナ
ガ
ラ
漢
字
ヲ
交
へ

用
フ
ル
ハ
甚
ダ
不
都
合
ナ
レ
ド
モ
往
古
ヨ
リ
ノ
仕
來
リ
ニ
テ
全
國
日
用

ノ
書
ニ
皆
漢
字
ヲ
用
フ
ル
ノ
風
卜
爲
リ
ク
レ
バ
今
俄
ニ
之
ヲ
廢
セ
ン
ト

ス
ル
モ
亦
不
都
合
ナ
リ
（
略
）
漢
字
ヲ
全
廢
ス
ル
ノ
說
ハ
願
フ
ベ
ク
シ

　
國
語
問
題
略
史

テ
俄
ニ
行
ハ
レ
難
キ
事
ナ
リ
此
說
ヲ
行
ハ
ン
ト
ス
ル
ニ
ハ
時
節
ヲ
待
ツ

ヨ
リ
外
ニ
手
段
ナ
カ
ル
可
シ
」
と
云
つ
て
ゐ
る
通
り
、
漢
字
全
廢
を
將

來
に
托
し
、
次
第
に
漢
字
を
廢
す
る
や
う
心
掛
け
よ
と
云
ふ
の
で
あ
る
。

こ
の
精
神
は
そ
の
ま
ゝ
後
の
臨
時
國
語
調
査
會
や
國
語
審
議
會
に
受
け

繼
が
れ
て
ゐ
る
。

　

ロ
ー
マ
字
論
の
嚆
矢
は
、
明
治
二
年
五
月
、「
修
國
語
論
」
を
大だ

い

學が
く
の

頭か
み

山や
ま

内う
ち

容よ
う

堂だ
う

に
建
白
し
た
南な

ん

部ぶ

義よ
し

籌か
ず

で
あ
る
。
南
部
は
同
四
年
、
五
年
と

續
い
て
文
部
省
（
明
治
四
年
七
月
設
置
）
に
建
白
し
て
ゐ
る
。

　

明
治
七
年
に
は
西に

し

周あ
ま
ねが

「
洋
字
ヲ
以
テ
國
語
ヲ
書
ス
ル
ノ
論
」
を

「
明め

い

六ろ
く

雜ざ
つ

誌し

」
に
發
表
し
た
が
、
こ
れ
に
對
し
同
じ
誌
上
に
於
い
て
西に

し

村む
ら

茂し
げ

樹き

が
反
對
論
を
述
べ
、「
西
先
生
ノ
說
ニ
曰
ク
文
字
ヲ
改
メ
テ
民
ノ

愚
見
ヲ
破
ル
ト
僕
謂
ヘ
ラ
ク
民
ノ
愚
見
破
レ
ザ
レ
バ
文
字
ヲ
改
ル
コ
ト

能
ハ
ズ
」
と
道
破
し
た
。

　

明
治
五
年
に
、
後
の
文
部
卿
森も

り

有あ
り

禮の
り

は
、
ア
メ
リ
カ
に
於
い
て
、
英

語
を
以
つ
て
日
本
の
國
語
に
代
へ
よ
う
と
い
ふ
意
見
を
唱
へ
た
。
こ
れ

は
歐
米
の
言
語
學
者
ら
に
窘

た
し
な

め
ら
れ
た
り
冷
笑
さ
れ
た
り
し
た
が
、
當

時
ロ
ン
ド
ン
に
あ
つ
た
馬ば

場ゞ

辰た
つ

猪ゐ

は
森
の
意
見
に
憤
慨
し
て
英
文
を
以

つ
て
日
本
文
典
を
著
し
（E

lem
en

tary G
ram

m
ar of th

e 

Jap
an

ese L
an

gu
age

）、
そ
の
序
文
に
於
い
て
日
本
語
の
優
秀
な
こ

と
を
論
じ
た
。

　

明
治
十
年
、
廿
年
代
は
一
路
文
明
開
化
、
歐
化
へ
と
滔
々
と
趨は

し

つ
た
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時
代
で
あ
り
、
日
本
人
の
體
格
改
良
、
食
糧
改
良
等
と
竝
ん
で
國
語
改

良
論
が
盛
ん
に
行
は
れ
、
そ
の
間
に
新
字
を
作
成
し
て
國
字
と
し
よ
う

と
す
る
試
み
な
ど
も
次
々
と
現
れ
た
が
、
い
づ
れ
も
う
た
か
た
の
如
く

消
え
去
つ
た
。
こ
れ
ら
外
國
崇
拜
に
基
く
皮
相
な
改
革
論
は
、
日
淸
戰

爭
後
次
第
に
衰
へ
て
行
つ
た
が
、
新
歸
朝
者
上う

へ

田だ

萬か
ず

年と
し

ら
に
依
つ
て
歐

州
諸
國
の
綴
字
改
良
運
動
が
直
譯
的
に
輸
入
さ
れ
た
こ
と
に
刺
戟
さ
れ

て
、
遂󠄂
に
文
部
省
が
假
名
づ
か
ひ
變
革
を
企
圖
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

◇
明
治
卅
一
年
七
月
、
加か

藤と
う

弘ひ
ろ

之ゆ
き

、
上う

へ

田だ

萬か
ず

年と
し

、
矢や

田た

部べ

良り
や
う

吉き
ち

、
井ゐ

の

上う
へ

哲て
つ

次じ

郞ら
う

ら
に
依
つ
て
「
國
語
改
良
會
」
設
立
。

◇
明
治
卅
三
年
四
月
、
文
部
省
は
前ま

へ

島じ
ま

密ひ
そ
か、

大お
ほ

槻つ
き

文ふ
み

彥ひ
こ

、
那な

珂か

通み
ち

世よ

、
湯ゆ

本も
と

武た
け

比ひ

古こ

、
上う

へ

田だ

萬か
ず

年と
し

、
三み

宅や
け

雄い
う

二じ

郞ら
う

、
德と

く

富と
み

豬ゐ

一い
ち

郞ら
う

、
朝あ

さ

比ひ

奈な

知ち

泉せ
ん

ら
八
名
に
國
語
調
査
委
員
を
任
命
。

◇
明
治
卅
三
年
四
月
、
井ゐ

の

上う
へ

圓ゑ
ん

了れ
う

は
『
漢
字
不
可
廢
論
一
名

國
字
改
良
論

駁
擊
』
を
刊
行
し
て
國
字
改
良
論
に
反
對
。

◇
明
治
卅
三
年
八
月
廿
一
日
、
文
部
省
令
を
以
つ
て
小
學
校
教
科
書
中

の
字
音
假
名
づ
か
ひ
を
發
音
式
に
改
め
た
（
國
語
假
名
づ
か
ひ
は
そ
の

ま
ゝ
）。「
蝶
々
」
は
一
擧
に
「
チ
ョ
ー
チ
ョ
ー
」
と
變
へ
ら
れ
、
教
育

界
に
混
亂
を
捲
き
起
し
、
且
つ
い
は
ゆ
る
棒
引
假
名
づ
か
ひ
と
し
て
後

世
に
醜
名
を
曝
し
た
。
次
に
揭
げ
る
の
は
當
時
の
文
部
省
檢
定
國
語
讀

本
の
一
節
で
あ
る
（
坪つ

ぼ

内う
ち

雄い
う

藏ざ
う

著
、
明
治
卅
三
年
九
月
十
七
日
冨ふ

山ざ
ん

房ば
う

發
行
）。ケ

フ
ハ
、
テ
ン
チ
ョ
ー
セ
ツ
デ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
。
オ
ハ
ナ
サ
ン
、
オ

イ
ハ
ヒ
ノ
シ
ョ
ー
カ
ヲ
ウ
タ
ヒ
マ
セ
ウ
。（
尋
常
小
學
校
用
一

年
）

父
「
さ
よ
ー
〳
〵
。
時
計
は
、
朝
も
晚
も
休
み
ま
せ
ぬ
。
そ
れ
に

又
、
し
ょ
ー
ぢ
き
で
、
時
間
を
ま
ち
が
へ
ま
せ
ぬ
。」（
同
二
年
）

◇
明
治
卅
五
年
三
月
、
文
部
省
は
さ
き
の
國
語
調
査
委
員
を
廢
し
、
更

に
規
模
を
擴
大
し
て
國
語
調
査
委
員
會
を
設
置
（
委
員
長
加か

藤と
う

弘ひ
ろ

之ゆ
き

） 

。

こ
の
調
査
委
員
會
は
、
四
月
か
ら
九
月
に
亙
り
九
囘
の
討
議
を
行
つ
て
、

次
の
や
う
な
四
項
の
調
査
方
針
を
決
議
し
た
。

一　

文
字
ハ
音
韻
文
字
（
フ
オ
ノ
グ
ラ
ム
）
ヲ
採
用
ス
ル
コ
ト
ヽ

シ
假
名
羅
馬
字
等
ノ
得
失
ヲ
調
査
ス
ル
コ
ト

二　

文
章
ハ
言
文
一
致
體
ヲ
採
用
ス
ル
コ
ト
ヽ
シ
之
ニ
關
ス
ル

調
査
ヲ
爲
ス
コ
ト

三　

國
語
ノ
音
韻
組
織
ヲ
調
査
ス
ル
コ
ト

四　

方
言
ヲ
調
査
シ
テ
標
準
語
ヲ
選
定
ス
ル
コ
ト

右
に
於
い
て
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
第
一
項
に
見
る
や
う
に
、「
音
韻
文

字
採
用
」
が
前
提
と
な
つ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
調
査
の
目
的
は
、
假

名
が
よ
い
か
ロ
ー
マ
字
が
よ
い
か
と
い
ふ
こ
と
で
あ
つ
て
、
漢
字
廢
止

は
既
定
の
事
と
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
國
語
調
査
委
員
會
の

基
本
方
針
が
、
後
に
そ
れ
に
代
つ
た
臨
時
國
語
調
査
會
（
大
正
十
年
設
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置
）
に
於
い
て
も
、
ま
た
そ
の
後
の
國
語
審
議
會
（
昭
和
九
年
設
置
）

に
於
い
て
も
、
更
に
そ
れ
を
改
組
し
た
現
在
の
國
語
審
議
會
（
昭
和
廿

四
年
改
組
）
に
於
い
て
も
、
變
る
こ
と
な
く
踏
襲
さ
れ
て
來
て
ゐ
る
の

で
あ
る
。

◇
明
治
卅
八
年
三
月
、
文
部
省
は
「
國
語
假
名
遣
改
定
案
」「
字
音
假
名

遣
ニ
關
ス
ル
事
項
」
そ
の
他
を
高
等
教
育
會
議
、
國
語
調
査
委
員
會
等

に
諮
問
。
高
等
教
育
會
議
は
、
假
名
づ
か
ひ
改
定
は
重
要
な
問
題
で
あ

る
と
し
て
決
議
を
延
期
し
た
。
時
あ
た
か
も
旅
順
が
陷
落
、
國
民
思
想

が
昂
揚
す
る
や
、
四
月
に
至
り
假
名
づ
か
ひ
變
革
に
反
對
す
る
團
體
と

し
て
、
井ゐ

の

上う
へ

賴よ
り

圀く
に

、
三み

つ

矢や

重し
げ

松ま
つ

、
物も

集づ
め

高た
か

見み

ほ
か
十
數
名
に
依
り
「
國

語
會
」
が
設
立
さ
れ
（
會
長
東ひ

が
し

久く

世ぜ

通み
ち

禧と
み

）、
同
月
、
伊い

澤ざ
は

修し
う

二じ

は
「
日

本
」
紙
上
に
假
名
づ
か
ひ
變
革
の
不
可
な
る
所
以
を
論
じ
た
（
伊い

澤ざ
は

は

そ
の
昔
ロ
ー
マ
字
論
者
と
し
て
知
ら
れ
た
が
、
後
こ
れ
を
非
と
す
る
に

至
つ
た
達
識
の
人
） 

。
正
論
漸や

う
やく

世
に
重
ん
ぜ
ら
れ
、
棒
引
假
名
づ
か

ひ
の
缺
陷
が
實
際
教
育
に
於
い
て
暴
露
さ
れ
、
そ
の
廢
止
を
要
望
す
る

聲
が
朝て

う

野や

に
高
ま
つ
た
。
特
に
字
音
假
名
づ
か
ひ
の
變
革
が
延ひ

い
て
は

國
語
假
名
づ
か
ひ
に
影
響
を
與
へ
つ
ゝ
あ
る
實
狀
に
文
部
省
自
身
が
驚

き
、
反
省
す
る
形
勢
に
至
つ
た
。

◇
明
治
卅
九
年
十
二
月
、
物も

集づ
め

高た
か

見み

、
三み

浦う
ら

安や
す
し、

櫻
さ
く
ら

井ゐ

熊く
ま

太た

郞ら
う

ら
四
十

數
名
が
「
國
語
擁
護
會
」
を
創
立
、
文
部
省
の
「
假
名
遣
改
定
案
」
に

反
對
運
動
を
展
開
。

◇
明
治
四
十
年
三
月
、
貴
族
院
は
發
音
式
假
名
づ
か
ひ
を
歷
史
的
假
名

づ
か
ひ
に
戾
す
べ
き
を
文
部
大
臣
に
建
議
。

◇
明
治
四
十
一
年
五
月
、
遂󠄂
に
文
部
省
は
臨
時
假
名
遣
調
査
委
員
會
を

設
置
、「
國
語
及
字
音
ノ
假
名
遣
ニ
關
ス
ル
事
項
」
を
調
査
せ
し
め
る
こ

と
に
な
つ
た
。
こ
の
委
員
會
で
は
、
伊い

澤ざ
は

修し
う

二じ

が
熱
烈
な
、
森も

り

鷗お
う

外ぐ
わ
いが

穩
健
中
正
な
、
そ
れ
〴
〵
假
名
づ
か
ひ
變
革
反
對
論
を
開
陳
し
た
こ
と

は
有
名
で
あ
る
。（
鷗お

う

外ぐ
わ
いの

演
說
し
た
「
假
名
遣
に
關
す
る
意
見
」
は
鷗お

う

外ぐ
わ
い

全
集
刊
行
會
の
『
鷗お

う

外ぐ
わ
い

全
集
』
第
二
卷
、
岩
波
版
同
第
十
九
卷
に
所

收
、
必
讀
の
文
字
で
あ
る
。）

　

森も
り

鷗お
う

外ぐ
わ
い、

伊い

澤ざ
は

修し
う

二じ

ら
の
正
論
に
よ
つ
て
遂󠄂
に
文
部
省
は
九
月
に
至

り
三
十
三
年
の
棒
引
假
名
づ
か
ひ
を
撤
囘
し
、
國
語
教
育
は
一
應
正
常

に
戾
つ
た
。（
臨
時
假
名
遣
調
査
委
員
會
は
四
十
一
年
十
二
月
廢
止
。）

し
か
し
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
初
期
、
中
期
に
か
け
て
の
文
教
の
組
織

の
中
に
は
依
然
と
し
て
變
革
論
者
が
徒
黨
を
な
し
て
巢
く
つ
て
を
り
、

再
び
三
た
び
國
語
破
壞
論
が
發
生
す
る
可
能
性
を
十
分
に
具そ

な

へ
て
ゐ
た

の
で
あ
る
。

◇
大
正
二
年
六
月
、
國
語
調
査
委
員
會
廢
止
。

◇
大
正
九
年
、
山や

ま

下し
た

芳よ
し

太た

郞ら
う

は
「
假
名
文
字
協
會
」
を
作
り
、
十
一
年

「
カ
ナ
モ
ジ
カ
イ
」
と
し
て
改
組
し
、
變
形
片
假
名
左
橫
書
き
を
主
張
し

た
。
こ
の
「
カ
ナ
モ
ジ
カ
イ
」
は
現
在
に
至
る
ま
で
續
い
て
を
り
、「
カ
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【
あ
】

【
い
】

入い

る
、
寢い

る

高
い
、
危

あ
ぶ
な

い

有
難
い

い
ら
っ
し
ゃ

る
（
入
ら
せ
）

【
う
】

得う

、
心

こ
こ
ろ

得う

高た
か

う
、
危

あ
ぶ
な

う

あ
り
が
た
う

會あ

う
て
み
よ

【
え
】

得え

る
、
心

こ
こ
ろ

得え

る

【
お
】

羽は

織お
り

威お
ど

す

【
は
】

會あ

は
な
い
、

會あ

は
う

味
は
は
な
い

【
ひ
】

會あ

ひ
ま
す

戀こ
ひ

、
強し

ひ
る

【
ふ
】

會あ

ふ
、
會あ

う
て
・
會あ

っ
て
み
よ

與あ
た

ふ
、
耐
ふ

戀こ

ふ
、
強し

ふ
【
へ
】

會
へ
ば

與あ
た

へ
る
、

耐
へ
る

【
ほ
】

（
×
會
お
う
）

【
あ
ふ
】

（
倒た

ふ

す
、

仰あ
ふ

ぐ
、
煽あ

ふ

ぐ
、
葵

あ
ふ
ひ

）

〔
は
〕
う

し
は
く

〔
ひ
〕
あ

ひ
る

〔
ふ
〕
溢あ

ふ

る
、
屠ほ

ふ

る

〔
へ
〕

〔
ほ
〕

【
や
】

生
や
す

甘
や
か
す

絕
や
す

【
い
】

射い

る
、
鑄い

る

老
い
、
悔
い

報
い
、
報

は
れ
る

【
ゆ
】

生
ゆ
、
甘

ゆ
、
絕
ゆ

覺お
ぼ

ゆ
、
聞き

こ

ゆ
、
見
ゆ

老
ゆ
、
悔

ゆ
、
報
ゆ

【
え
】

生
え
、
甘

え
、
絕
え

覺お
ぼ

え
、
聞き

こ

え
、
見
え

【
よ
】

【
わ
】

植
わ
る
、

坐す
わ

る
慌あ

わ

て
る
、

乾か
わ

く
斷こ

と
わる

、
騷さ

わ

ぐ
【
ゐ
】

居ゐ

る
、
用

ゐ
る

率
ゐ
る

威ゐ

張ば

る

參ま
ゐ

る

【
う
】

飢
う
、
植

う
、
据
う

う
や
ま
ふ

詣ま
う

で
る

【
ゑ
】

飢
ゑ
る
、

植
ゑ
る

据
ゑ
る

【
を
】

～
し
て
を

り
ま
す

踊を
ど

る
、
犯を

か

す
、
拜を

が

む

治を
さ

む
、
納を

さ

む
、
終を

は

る

惜を

し
む
、

薫か
を

る
鎧
の
縅

を
ど
し

（
小
通
し
）

 
 

 
 


	空白ページ
	空白ページ



